
(57)【要約】

【課　題】帯状体を一定方向に搬送しながらリバースロ

ールコータ方式で連続塗装するにあたって、帯状体の温

度が上昇した場合，帯状体を高速で走行させる場合，あ

るいは帯状体を垂直に走行させる場合にも、塗りむらや

外観劣化が発生せず均一に塗装できる連続塗装方法およ

び連続塗装装置を提供する。

【解決手段】塗料パンに貯留された塗料をピックアップ

ロールの周面上に付着させ、ピックアップロールとの間

に間隙を設けて配設されるミータリングロールを用いて

塗料の付着量を調整した後、アプリケータロールの周面

上に塗料を転写させ、次いで帯状体の表面に塗料を転写

させて帯状体を塗装する連続塗装方法において、帯状体

とアプリケータロールとの接触点からピックアップロー

ルとアプリケータロールとの接触点へ移動するアプリケ

ータロールの周面上に予め冷却した塗料を噴射する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塗 料 パ ン に 貯 留 さ れ た 塗 料 を ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル の 周 面 上 に 付 着 さ せ 、 前 記 ピ ッ ク ア ッ プ
ロ ー ル と の 間 に 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ る ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル を 用 い て 前 記 塗 料 の 付 着 量 を
調 整 し た 後 、 前 記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と の 接 触 点 に お い て 前 記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 逆 方
向 に 回 転 す る 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 前 記 塗 料 を 転 写 さ せ 、 次 い で 前 記 ア プ リ ケ
ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 に お い て 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 逆 方 向 に 走 行 す る 、 帯 状 体 の 表
面 に 前 記 塗 料 を 転 写 さ せ て 前 記 帯 状 体 を 塗 装 す る 連 続 塗 装 方 法 に お い て 、 前 記 帯 状 体 と 前
記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か ら 前 記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
と の 接 触 点 へ 移 動 す る 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 予 め 冷 却 し た 塗 料 を 噴 射 す る こ
と を 特 徴 と す る 帯 状 体 の 連 続 塗 装 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 塗 料 パ ン に 供 給 さ れ る 塗 料 を 予 め 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 帯 状 体
の 連 続 塗 装 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
一 定 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 と 接 触 し つ つ そ の 接 触 点 に お い て 前 記 帯 状 体 の 進 行 方 向 と 逆 方
向 に 回 転 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 、 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 接 触 し つ つ そ の 接 触 点 に
お い て 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 、 前
記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と の 間 に 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ る ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル と 、 塗 料 を 貯
留 し か つ 前 記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル の 下 部 が 前 記 塗 料 に 浸 漬 す る よ う に 配 設 さ れ る 塗 料 パ ン
と を 備 え た 連 続 塗 装 装 置 に お い て 、 前 記 帯 状 体 と 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か ら
前 記 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 前 記 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る 前 記 ア プ リ ケ ー
タ ロ ー ル の 周 面 上 に 塗 料 を 噴 射 す る ノ ズ ル と 、 前 記 ノ ズ ル に 供 給 さ れ る 塗 料 を 冷 却 す る 冷
却 装 置 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 体 の 連 続 塗 装 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 塗 料 パ ン に 供 給 さ れ る 塗 料 を 冷 却 す る 冷 却 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 帯 状 体 の 連 続 塗 装 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鋼 帯 等 の 帯 状 体 を 走 行 さ せ な が ら 、 そ の 表 面 に リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 で 連
続 し て 塗 料 を 塗 布 す る 連 続 塗 装 方 法 お よ び 連 続 塗 装 装 置 に 関 し 、 特 に 高 温 の 帯 状 体 ， あ る
い は 高 速 で 走 行 す る 帯 状 体 ， 垂 直 に 走 行 す る 帯 状 体 に 塗 料 を 塗 布 す る 際 に 均 一 に 塗 装 で き
る 連 続 塗 装 方 法 お よ び 連 続 塗 装 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 帯 状 体 の 連 続 塗 装 を 行 な う に あ た っ て 、 ロ ー ル コ ー タ 方 式 が 広 く 使 用 さ れ て い る
。 ロ ー ル コ ー タ 方 式 の 連 続 塗 装 は 、 帯 状 体 を 一 定 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 ア プ リ ケ ー タ ロ
ー ル を 用 い て 帯 状 体 に 塗 料 を 転 写 す る こ と に よ っ て 、 帯 状 体 を 連 続 的 に 塗 装 す る 技 術 で あ
る 。 こ の ロ ー ル コ ー タ 方 式 の 連 続 塗 装 は ２ 種 類 に 大 別 さ れ 、 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
と の 接 触 点 に お い て 帯 状 体 の 進 行 方 向 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 回 転 方 向 が 同 一 方 向 で あ る
ナ チ ュ ラ ル ロ ー ル コ ー タ 方 式 と 、 帯 状 体 の 進 行 方 向 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 回 転 方 向 が 逆
方 向 で あ る リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の ２ 種 類 の ロ ー ル コ ー タ 方 式 の う ち 、 リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 は 、
（ ａ ） 　 均 一 な 塗 布 量 を 安 定 し て 得 ら れ る 、
（ ｂ ） 　 良 好 な 塗 装 仕 上 り が 得 ら れ る 、
（ ｃ ） 　 膜 厚 が 比 較 的 厚 い 塗 装 被 膜 が 得 ら れ る
等 の 利 点 が あ る 。 し か し な が ら リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 は 、 塗 装 速 度 （ す な わ ち 帯 状 体
の 走 行 速 度 ） が 大 き い 場 合 に は 、 塗 り む ら が 生 じ や す く な る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 特 開 平 ４ － １ ８ ７ ２ ６ １ 号 公 報 に は 、 リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 の 連 続 塗 装 に 先 立
っ て 、 予 め 帯 状 体 に 予 備 塗 装 を 施 す 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 予 備 塗 装 は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 、 ブ ラ シ を 有 す る ス リ ッ ト ノ ズ ル を 用 い て 塗 料 を 噴 射 す る も の で あ り 、 帯 状 体 が 水
平 方 向 に 走 行 す る 場 合 に は 、 塗 り む ら 防 止 に 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 特 開 平 ４ － １ ８ ７ ２ ６ １ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 帯 状 体 が 垂 直 方 向 に
走 行 す る 場 合 に は 、 ス リ ッ ト ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た 塗 料 が 下 方 に 流 れ 落 ち て 、 塗 り む ら が
生 じ や す い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 樹 脂 等 の 固 形 分 を 含 有 す る 塗 料 を 用 い て 高 温 の 帯
状 体 の 連 続 塗 装 を 行 な う 場 合 に は 、 帯 状 体 に 接 触 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 温 度 が 上 昇 す
る の で 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 付 着 し た 樹 脂 が 凝 固 す る 。 こ の よ う な 樹 脂 の 凝 固
物 の 凹 凸 が 転 写 さ れ て 、 帯 状 体 の 塗 装 被 膜 に 筋 状 の 凹 凸 が 生 じ た り 、 あ る い は 樹 脂 の 凝 固
物 が 塗 装 被 膜 に 巻 き 込 ま れ た り し て 、 塗 装 被 膜 の 外 観 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い う 問 題 （ 以 下
、 外 観 劣 化 と い う ） も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 帯 状 体 （ た と え ば 鋼
帯 等 ） を 一 定 方 向 に 搬 送 し な が ら リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 で 連 続 塗 装 す る に あ た っ て 、
（ Ａ ） 　 帯 状 体 の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 、
（ Ｂ ） 　 帯 状 体 を 高 速 で 走 行 さ せ る 場 合 、
あ る い は
（ Ｃ ） 　 帯 状 体 を 垂 直 に 走 行 さ せ る 場 合
に も 、 塗 り む ら や 外 観 劣 化 が 発 生 せ ず 均 一 に 塗 装 で き る 連 続 塗 装 方 法 お よ び 連 続 塗 装 装 置
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 一 定 方 向 （ す な わ ち 水 平 方 向 ， 垂 直 方 向 等 ） に 走 行 す る 帯 状 体 に リ バ ー ス ロ
ー ル コ ー タ 方 式 で 塗 装 を 施 す 際 に 、 帯 状 体 の 走 行 速 度 が 高 速 に な る と 塗 り む ら が 発 生 す る
原 因 に つ い て 調 査 し た 。 そ の 結 果 、 　 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル が 帯 状 体 に 接 触 し た 後 、 ピ ッ ク
ア ッ プ ロ ー ル に 接 触 す る ま で の 間 （ す な わ ち 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か ら
ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る 間 ） に 、 ア プ リ ケ ー タ ロ
ー ル の 周 面 上 で 塗 膜 切 れ が 生 じ て い る こ と を 見 出 し た 。 そ こ で 、 こ の 位 置 で ア プ リ ケ ー タ
ロ ー ル の 周 面 上 に 塗 料 を 供 給 し な が ら 帯 状 体 の 塗 装 を 行 な っ た と こ ろ 、 塗 り む ら が 解 消 で
き た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し な が ら 前 工 程 の 処 理 （ た と え ば 焼 鈍 等 ） が 終 了 し た 後 、 帯 状 体 が 十 分 に 冷 却 さ れ ず
、 温 度 が 上 昇 し て い る 場 合 に は 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル が 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の
接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る 間 に 、 ア プ リ
ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 塗 量 を 供 給 す る と 、 か え っ て 塗 装 被 膜 の 外 観 が 劣 化 す る こ と が 分
か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 原 因 は 下 記 の よ う に 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 帯 状 体 の 温 度 が 上 昇 す る に と も な い 、 ア
プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 表 面 温 度 も 上 昇 す る 。 特 に 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か
ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る 間 で 、 ア プ リ ケ ー タ ロ
ー ル の 周 面 上 で 塗 膜 切 れ が 生 じ た 部 分 で は 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 表 面 温 度 が 著 し く 上 昇
す る 。 そ の 結 果 、 　 こ の 部 分 に 供 給 さ れ た 塗 料 の 固 形 分 （ た と え ば 樹 脂 等 ） が 、 ア プ リ ケ
ー タ ロ ー ル の 周 面 上 で 凝 固 す る 。 こ の よ う に し て ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 生 じ る 凹
凸 が 塗 装 被 膜 に 転 写 さ れ た り 、 あ る い は 凝 固 し た 固 形 分 が ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル か ら 剥 離 し
て 塗 装 被 膜 に 巻 き 込 ま れ る 等 に よ っ て 、 塗 装 被 膜 の 外 観 が 劣 化 す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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そ こ で 塗 膜 切 れ が 生 じ た 部 分 に 供 給 す る 量 を 予 め 冷 却 し た と こ ろ 、 塗 料 の 凝 固 は 発 生 せ ず
、 良 好 な 外 観 の 塗 装 被 膜 が 得 ら れ た 。
た だ し 帯 状 体 の 温 度 が さ ら に 上 昇 し た り 、 あ る い は 帯 状 体 の 走 行 速 度 が さ ら に 増 速 し た 場
合 に は 、 塗 料 の 凝 固 に 起 因 す る 塗 装 被 膜 の 外 観 劣 化 （ す な わ ち 塗 装 被 膜 の 凹 凸 ， 塗 料 の 巻
き 込 み ） が 散 見 さ れ る よ う に な っ た 。 こ れ に つ い て 、 さ ら に 詳 細 に 調 査 し た 結 果 、 帯 状 体
と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触
点 へ 移 動 す る 間 で ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 供 給 す る 塗 料 の み な ら ず 、 ピ ッ ク ア ッ プ
ロ ー ル に 塗 量 を 付 着 さ せ る た め の 塗 料 パ ン に も 冷 却 し た 塗 料 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 塗
装 被 膜 の 外 観 劣 化 を 完 全 に 防 止 で き る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 こ の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ る 。
す な わ ち 本 発 明 は 、 塗 料 パ ン に 貯 留 さ れ た 塗 料 を ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル の 周 面 上 に 付 着 さ せ
、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と の 間 に 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ る ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル を 用 い て 塗 料
の 付 着 量 を 調 整 し た 後 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と の 接 触 点 に お い て ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 逆
方 向 に 回 転 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 塗 料 を 転 写 さ せ 、 次 い で ア プ リ ケ ー タ ロ ー
ル と の 接 触 点 に お い て ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 逆 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 の 表 面 に 塗 料 を 転 写
さ せ て 帯 状 体 を 塗 装 す る 連 続 塗 装 方 法 に お い て 、 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点
か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
の 周 面 上 に 予 め 冷 却 し た 塗 料 を 噴 射 す る 帯 状 体 の 連 続 塗 装 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 し た 連 続 塗 装 方 法 の 発 明 に お い て は 、 好 適 態 様 と し て 、 塗 料 パ ン に 供 給 さ れ る 塗 料 を
予 め 冷 却 す る こ と が 好 ま し い 。
ま た 本 発 明 は 、 一 定 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 と 接 触 し つ つ そ の 接 触 点 に お い て 帯 状 体 の 進 行
方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と 接 触 し つ つ そ の 接
触 点 に お い て ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と 、
ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル と の 間 に 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ る ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル と 、 塗 料 を 貯 留
し か つ ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル の 下 部 が 塗 料 に 浸 漬 す る よ う に 配 設 さ れ る 塗 料 パ ン と を 備 え た
連 続 塗 装 装 置 に お い て 、 帯 状 体 と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル
と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と の 接 触 点 へ 移 動 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル の 周 面 上 に 塗 料 を 噴 射 す
る ノ ズ ル と 、 ノ ズ ル に 供 給 さ れ る 塗 料 を 冷 却 す る 冷 却 装 置 と を 備 え た 帯 状 体 の 連 続 塗 装 装
置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 し た 連 続 塗 装 装 置 の 発 明 に お い て は 、 好 適 態 様 と し て 、 塗 料 パ ン に 供 給 さ れ る 塗 料 を
冷 却 す る 冷 却 装 置 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 を 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 連 続 塗 装 装 置 の 例 を 模 式 的 に 示 す 配 置 図 で あ る 。 図 １ に は 帯 状 体 を 垂 直
方 向 に 走 行 さ せ る 例 を 示 し た が 、 本 発 明 は 帯 状 体 を 水 平 方 向 や 傾 斜 方 向 に 走 行 さ せ る 場 合
， あ る い は バ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル に 巻 き 付 け て 塗 装 を 行 な う 場 合 に も 適 用 で き る こ と は 言 う
ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ 中 の 符 号 ８ は 一 定 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 ， １ は 帯 状 体 ８ と 接 触 す る ア プ リ ケ ー タ ロ ー
ル ， ２ は ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と 接 触 す る ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ， ３ は ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル
２ と の 間 に 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ る ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル で あ る 。 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ ，
ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ ， ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は 、 そ れ ぞ れ 駆 動 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ
て 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ は 、 帯 状 体 ８ と の 接 触 点 に お い て 帯 状 体 ８ の 進 行 方 向 と 逆 方 向 に 回
転 す る 。 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ は 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 に お い て ア プ リ ケ ー
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タ ロ ー ル １ の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る 。
ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ の 回 転 方 向 は 特 に 制 限 せ ず 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と の 近 接 点 に お
い て ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 あ る い は 逆 方 向 の い ず れ に 回 転 さ せ て も
良 い 。 図 １ に は 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ が 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と の 近 接 点 に お い て ピ
ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ は 、 材 質 の 制 限 は な い が 、 表 面 が ゴ ム で 被 覆 さ れ た ロ ー ル （ い わ ゆ
る ゴ ム ロ ー ル ） を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３
は 、 表 面 に ク ロ ム メ ッ キ が 施 さ れ た 金 属 ロ ー ル を 使 用 す る の が 好 ま し い 。
ま た 符 号 ９ は 塗 料 ， ４ は 塗 料 ９ を 貯 留 す る 塗 料 パ ン ， ５ は 帯 状 体 ８ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
１ と の 接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 へ 移 動 す る 間
で ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ の 周 面 上 に 塗 料 ９ を 噴 射 す る ノ ズ ル ， ６ は 塗 料 を 冷 却 す る 冷 却 装
置 ， ７ は 循 環 す る 塗 料 ９ を 収 容 す る 循 環 タ ン ク ， １ ０ は 塗 料 ９ を 循 環 さ せ る ポ ン プ で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す 連 続 塗 装 装 置 を 用 い て 帯 状 体 ８ に 塗 装 を 施 す に あ た っ て 、 塗 料 パ ン ４ に 塗 料 ９
を 貯 留 す る 。 塗 料 パ ン ４ 内 の 塗 料 ９ に ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 下 部 を 浸 漬 し て 、 ピ ッ ク ア
ッ プ ロ ー ル ２ に 塗 料 ９ を 付 着 さ せ 、 さ ら に ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 回 転 に よ っ て 塗 料 パ ン
４ か ら 塗 料 ９ を 掻 き 上 げ る 。
ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ が さ ら に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 周 面 上 に
付 着 し た 塗 料 ９ は 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と の 間 に 設 け れ た 間 隙
を 通 過 し て 、 所 定 の 厚 さ と な る よ う に 塗 料 ９ の 付 着 量 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ の 周 面 上 に 付 着 し て 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ミ ー タ リ ン グ ロ
ー ル ３ と の 間 隙 を 通 過 し た 塗 料 ９ は 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と の
接 触 点 に お い て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ の 周 面 上 に 転 写 さ れ る 。 こ う し て ア プ リ ケ ー タ ロ
ー ル １ の 周 面 上 に 付 着 し た 塗 料 ９ は 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と 帯 状 体 ８ と の 接 触 点 に お い
て 、 帯 状 体 ８ の 表 面 に 転 写 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ は 帯 状 体 ８ と 接 触 し た 後 、 　 さ ら に 回 転 し て ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２
と 再 度 接 触 す る 。 こ の よ う に し て ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ が 回 転 し て 、 帯 状 体 ８ と ア プ リ ケ
ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 へ
移 動 す る 間 で 、 ノ ズ ル ５ か ら ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ の 周 面 上 に 塗 料 ９ を 噴 射 す る 。 ノ ズ ル
５ か ら 噴 射 す る 塗 料 ９ は 、 従 来 の リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 の 操 業 で は ２ ５ ～ ４ ０ ℃ 程 度
で あ る が 、 本 発 明 で は 冷 却 装 置 ６ を 用 い て 予 め 冷 却 し て お く 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の と き 、 塗 料 ９ の 冷 却 後 の 温 度 が ２ ５ ℃ を 超 え る と 、 塗 料 の 凝 固 に 起 因 す る 塗 装 被 膜 の
外 観 劣 化 が 生 じ や す く な る 。 一 方 、 １ ５ ℃ 未 満 で は 、 冷 却 装 置 ６ の 負 荷 が 増 大 し て 操 業 コ
ス ト が 上 昇 し 、 し か も 塗 料 の 凝 固 を 防 止 す る 効 果 は 飽 和 に 達 す る 。 し た が っ て 、 塗 料 ９ の
冷 却 後 の 温 度 は １ ５ ～ ２ ５ ℃ の 範 囲 内 を 満 足 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ う し て 帯 状 体 ８ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ と ア プ リ
ケ ー タ ロ ー ル １ と の 接 触 点 へ 移 動 す る 間 に ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ の 周 面 上 で 生 じ る 塗 膜 切
れ を 防 止 す る 。 そ の 結 果 、 　 帯 状 体 ８ の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 で も 、 外 観 劣 化 が 発 生 せ ず 、
　 均 一 な 塗 装 を 帯 状 体 ８ に 施 す こ と が で き る 。
特 に 、 帯 状 体 ８ を 高 速 で 走 行 さ せ る 場 合 や 、 あ る い は 図 １ に 示 す よ う に 帯 状 体 ８ を 垂 直 方
向 に 走 行 さ せ る 場 合 に は 、 塗 装 被 膜 の 外 観 劣 化 の み な ら ず 塗 り む ら が 生 じ や す く な る が 、
塗 料 ９ を 冷 却 す る こ と に よ っ て 良 好 な 外 観 の 塗 装 被 膜 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 本 発 明 に お い て は 、 循 環 タ ン ク ７ か ら 塗 料 パ ン ４ へ 循 環 す る 塗 料 ９ に つ い て も 、 予 め
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冷 却 し て 塗 料 パ ン ４ へ 供 給 す る の が 好 ま し い 。 こ の よ う に し て ノ ズ ル ５ か ら ア プ リ ケ ー タ
ロ ー ル １ に 噴 射 す る 塗 料 ９ を 冷 却 す る と と も に 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２ を 介 し て ア プ リ ケ
ー タ ロ ー ル １ に 転 写 さ れ る 塗 料 ９ を 冷 却 す る こ と に よ っ て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ が 効 率
良 く 冷 却 さ れ る の で 、 塗 料 の 凝 固 を 防 止 す る 効 果 が 一 層 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
つ ま り 、 た と え ば 帯 状 体 ８ の 温 度 が さ ら に 上 昇 し て 、 ノ ズ ル ５ か ら 噴 射 さ れ る 塗 料 ９ だ け
で は ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ を 十 分 に 冷 却 で き な い よ う な 場 合 に 、 予 め 冷 却 さ れ て ノ ズ ル ５
か ら 噴 射 さ れ た 塗 料 ９ が 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ の 余 熱 に よ っ て 復 熱 し て 、 ア プ リ ケ ー タ
ロ ー ル １ の 周 面 上 で 凝 固 す る の を 防 止 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 場 合 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ノ ズ ル ５ か ら 噴 射 さ れ る 塗 料 ９ を 冷 却 す る 冷 却 装 置 ６
ａ と 、 塗 料 パ ン ４ に 供 給 さ れ る 塗 料 ９ を 冷 却 す る 冷 却 装 置 ６ ｂ を そ れ ぞ れ 別 個 に 備 え て も
良 い し 、 あ る い は 図 ３ に 示 す よ う に 、 循 環 タ ン ク ７ に 冷 却 装 置 ６ を 取 り 付 け て 塗 料 ９ を 冷
却 し て も 良 い 。
以 上 に 説 明 し た 通 り 、 　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 定 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 ８ を リ バ ー ス ロ ー ル
コ ー タ 方 式 で 連 続 塗 装 す る に あ た っ て 、 塗 り む ら や 塗 装 被 膜 の 凹 凸 ， 樹 脂 の 巻 き 込 み を 防
止 し て 均 一 に 塗 装 で き る 。 特 に 帯 状 体 ８ を 垂 直 方 向 に 走 行 さ せ る 場 合 ， 帯 状 体 ８ を 高 速 で
走 行 さ せ る 場 合 ， あ る い は 帯 状 体 ８ の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に も 、 優 れ た 外 観 を 有 す る 塗 装
被 膜 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 実 施 例 】
帯 状 体 ８ と し て 板 幅 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ ， 板 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ 　 の 冷 延 鋼 板 １ ｔ ｏ ｎ 　 を 　 ９ ０ ０ ℃
で 焼 鈍 し た 後 、 図 １ に 示 す 装 置 を 用 い て 連 続 塗 装 を 施 し 、 さ ら に 　 ２ ０ ０ ℃ で 乾 燥 焼 付 け
を 行 な っ た 。 塗 料 は 、 水 に 溶 質 （ エ ポ キ シ 樹 脂 ５ ０ 質 量 ％ ， シ リ カ ５ ０ 質 量 ％ ） を ５ 質 量
％ の 濃 度 で 溶 解 さ せ た 水 系 塗 料 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル １ は 直 径 ３ ０ ０ ｍ ｍ 　 の ゴ ム ロ ー ル を 使 用 し 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル ２
は 直 径 ３ ０ ０ ｍ ｍ 　 の 金 属 ロ ー ル を 使 用 し 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は 直 径 １ ５ ０ ｍ ｍ 　 の
金 属 ロ ー ル を 使 用 し た 。 帯 状 体 ８ は 垂 直 方 向 に 走 行 さ せ 、 そ の 走 行 速 度 は 　 ２ ０ ０ ｍ ／ ｍ
ｉ ｎ 　 と し 、 塗 装 直 前 の 冷 延 鋼 板 の 温 度 は ４ ５ ℃ で あ っ た 。 な お 、 ノ ズ ル ５ か ら 噴 射 さ れ
る 塗 料 ９ は 、 予 め ２ ５ ℃ に 冷 却 し た 。 こ れ を 発 明 例 １ と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 発 明 例 ２ と し て 、 図 ３ に 示 す 装 置 を 用 い て 冷 延 鋼 板 の 連 続 塗 装 を 行 な っ た 。 こ の と き
、 循 環 タ ン ク ７ に 冷 却 装 置 ６ を 取 り 付 け て 塗 料 ９ を ２ ０ ℃ に 冷 却 し て 、 ノ ズ ル ５ と 塗 料 パ
ン ４ に 供 給 し た 。 そ の 他 の 条 件 は 発 明 例 １ と 同 じ で あ る 。
一 方 、 比 較 例 と し て 、 図 １ に 示 す 装 置 の 冷 却 装 置 ６ を 停 止 し て 、 冷 延 鋼 板 の 連 続 塗 装 を 行
な っ た 。 し た が っ て ノ ズ ル ５ か ら 噴 射 さ れ る 塗 料 ９ は 、 ４ ０ ℃ 程 度 で あ っ た 。 そ の 他 の 条
件 は 発 明 例 １ と 同 じ で あ る か ら 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
発 明 例 １ ， ２ お よ び 比 較 例 に つ い て 、 冷 延 鋼 板 の 塗 装 被 膜 を 目 視 で 観 察 し 、 塗 装 被 膜 の 凹
凸 ， 樹 脂 の 巻 き 込 み や 塗 り む ら 等 の 不 良 部 を 調 査 し て 、 不 良 部 面 積 比 を 求 め た 。 な お 不 良
部 面 積 比 は 、 下 記 の 　 （ １ ） 式 で 算 出 さ れ る 値 で あ る 。
不 良 部 面 積 比 （ ％ ） ＝ 　 １ ０ ０ ×Ｓ ｓ 　 ／ Ｓ ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ 　 （ １ ）
Ｓ ｓ 　 ： 不 良 部 の 面 積 （ ｍ ｍ ２ 　 ）
Ｓ ｔ 　 ： 塗 装 被 膜 の 表 面 積 （ ｍ ｍ ２ 　 ）
発 明 例 １ で は 不 良 部 面 積 比 が ５ ％ ， 発 明 例 ２ で は 不 良 部 面 積 比 が １ ％ で あ っ た の に 対 し て
、 比 較 例 で は 不 良 部 面 積 比 が ６ ０ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 一 定 方 向 に 走 行 す る 帯 状 体 を リ バ ー ス ロ ー ル コ ー タ 方 式 で 均 一 に 連 続 塗
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装 で き る 。 特 に 帯 状 体 を 垂 直 方 向 に 走 行 さ せ る 場 合 ， 帯 状 体 を 高 速 で 走 行 さ せ る 場 合 ， あ
る い は 帯 状 体 の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に も 、 優 れ た 外 観 を 有 す る 塗 装 被 膜 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 連 続 塗 装 装 置 の 例 を 模 式 的 に 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 連 続 塗 装 装 置 の 他 の 例 を 模 式 的 に 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 連 続 塗 装 装 置 の 他 の 例 を 模 式 的 に 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 連 続 塗 装 装 置 の 例 を 模 式 的 に 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
２ 　 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル
３ 　 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル
４ 　 塗 料 パ ン
５ 　 ノ ズ ル
６ 　 冷 却 装 置
６ ａ 　 冷 却 装 置
６ ｂ 　 冷 却 装 置
７ 　 循 環 タ ン ク
８ 　 帯 状 体
９ 　 塗 料
１ ０ 　 ポ ン プ
１ １ 　 ブ ラ シ を 有 す る ス リ ッ ト ノ ズ ル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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